
　
名
伯
楽
に
名
馬
あ
り
の
例
え

を
ま
さ
に
地
で
行
っ
た
子
弟
関

係
で
あ
る
。
一
九
六
六
年
（
昭

和
四
一
年
）
当
時
国
立
音
楽
大

学
四
年
に
在
学
中
の
佐
々
木
加

代
子
（
以
下
佐
々
木
と
略
す
）

が
教
育
実
習
に
都
留
高
等
学
校

に
来
て
い
た
。
こ
れ
が
世
界
に

は
ば
た
い
た
小
林
一
男
と
の
劇

的
な
邂
逅
で
あ
っ
た
。

　
当
時
二
年
生
の
小
林
は
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
成
績
で
入
学
、
一

年
生
で
は
国
立
一
期
校
を
目
指

す
ク
ラ
ス
に
入
っ
て
い
な
が
ら

も
、
受
験
中
心
の
教
育
へ
の
反

抗
も
あ
っ
て
コ
ー
ラ
ス
部
に
入

部
、
二
年
生
か
ら
就
職
ク
ラ
ス

に
移
っ
て
い
た
。
こ
の
時
コ
ー

ラ
ス
部
で
歌
っ
て
い
る
小
林
の

歌
唱
力
に
驚
異
の
目
を
見
張
っ

た
の
が
佐
々
木
で
、
こ
の
子
は

後
々
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
歌
手
に

な
る
、
こ
の
子
を
音
楽
の
世
界

か
ら
失
う
こ
と
は
日
本
の
損
失

で
あ
る
と
直
感
し
た
。
こ
れ
か

ら
以
降
、
佐
々
木
／
小
林
の
子

弟
コ
ン
ビ
が
小
林
の
世
界
に
は

ば
た
く
出
発
点
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。

　
初
狩
在
住
の
小
林
は
初
狩
駅

か
ら
大
月
駅
ま
で
朝
一
番
の
電

車
に
乗
っ
て
登
校
し
、
用
務
員

室
で
音
楽
室
の
鍵
を
あ
け
て
も

ら
う
と
、
ま
ず
ピ
ア
ノ
の
練
習
、

授
業
が
始
ま
り
出
欠
を
と
る
と
、

次
は
図
書
館
や
佐
々
木
の
も
と

で
音
楽
の
勉
強
を
し
、
夜
十
時

過
ぎ
の
電
車
で
帰
宅
す
る
。
そ

し
て
そ
の
間
、
大
月
の
町
で

佐
々
木
が
予
め
了
解
を
得
て
お

い
た
河
合
楽
器
の
シ
ョ
ー
ル
ー

ム
の
ピ
ア
ノ
を
弾
か
せ
て
も
ら

っ
て
い
る
。
こ
の
練
習
量
は
想

像
を
絶
す
る
す
ご
さ
で
、
ピ
ア

ノ
の
音
階
を
狂
わ
せ
て
し
ま
っ

た
（
鍵
盤
を
叩
き
つ
ぶ
し
て
し

ま
っ
た
）
程
で
し
た
。

　
そ
し
て
こ
の
一
年
半
と
い
う

短
い
期
間
で
こ
の
二
人
三
脚
の

子
弟
コ
ン
ビ
は
、
当
時
声
楽
で

は
日
本
一
と
言
わ
れ
た
国
立
音

楽
大
学
へ
も
ト
ッ
プ
合
格
を
果

た
し
た
。

　
小
林
の
大
学
合
格
後
も
、

佐
々
木
は
ピ
ア
ノ
を
月
賦
購
入

し
て
小
林
に
与
え
て
、
よ
り
一

層
努
力
を
促
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
小
林
の
実
家
は
初
狩
町
で
、

七
人
兄
弟
の
六
番
目
で
、
両
親

及
び
祖
母
を
含
め
て
十
人
と
い

う
大
家
族
の
中
で
育
っ
た
。
初

狩
小
学
校
時
代
は
野
球
に
、
初

狩
中
学
校
時
代
は
卓
球
に
熱
中

し
て
い
た
ス
ポ
ー
ツ
少
年
で
し

た
が
、
学
業
成
績
も
抜
群
で
、

文
体
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
優
秀

な
少
年
で
し
た
。

　
特
に
中
学
校
時
代
放
課
後
の

体
育
館
で
の
卓
球
練
習
後
、
あ

る
秋
の
夕
方
、
静
か
に
な
っ
た

体
育
館
の
片
隅
で
、
コ
ー
ラ
ス

部
が
地
区
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
に

向
け
て
最
後
の
追
い
込
み
練
習

に
入
っ
て
い
た
コ
ー
ラ
ス
の
音

色
が
何
と
な
く
心
の
奥
底
に
あ

る
音
楽
の
琴
線
に
触
れ
た
感
覚

が
、
身
体
の
中
に
残
っ
て
お
り
、

こ
れ
が
伏
線
と
な
っ
て
、
後
年
、

高
校
時
代
に
音
楽
と
い
う
噴
水

と
な
っ
て
迸
り
出
る
の
で
あ
る
。

　
父
親
は
大
工
職
で
あ
っ
た
が
、

男
の
兄
弟
四
人
の
内
、
誰
か
を

自
分
の
職
業
の
跡
継
ぎ
に
し
た

い
と
い
う
願
望
が
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
し
か
し
上
か
ら
次
々

に
家
を
離
れ
て
行
く
の
で
、
最

後
に
残
っ
た
小
林
に
望
み
を
託

し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
小
林
が
国
立
音
楽
大
学
合
格

後
、
前
述
佐
々
木
か
ら
贈
ら
れ

た
ピ
ア
ノ
を
収
容
す
る
為
に
部

屋
の
増
築
が
必
要
と
な
っ
た
。

大
工
職
の
父
親
は
こ
の
増
築
工

事
を
小
林
と
共
同
作
業
で
行
う

の
で
あ
る
が
、
自
分
の
大
工
職

の
後
継
者
と
し
て
の
最
後
の
願

を
込
め
、
大
工
道
具
を
新
調
し

て
小
林
を
手
伝
わ
せ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
こ
の
後
、
小
林
は

音
楽
の
道
を
驀
進
し
て
父
親
の

願
い
は
終
焉
す
る
の
で
あ
る
が
、

小
林
の
器
用
な
素
質
を
よ
く
観

て
い
た
の
で
あ
る
。

　
大
学
進
学
後
、
大
学
院
ニ
年

次
に
イ
タ
リ
ア
声
楽
コ
ン
コ
ル

ソ
で
ミ
ラ
ノ
大
賞
を
受
賞
し
、

ミ
ラ
ノ
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
音
楽
院
へ

イ
タ
リ
ア
政
府
給
費
生
と
し
て

旅
立
っ
た
。

　
ミ
ラ
ノ
留
学
中
、
こ
こ
で
先

の
佐
々
木
に
次
い
で
第
二
番
目

の
恩
人
に
出
会
う
。
そ
の
人
は

ミ
ラ
ノ
・
ス
カ
ラ
座
の
プ
リ
マ

ド
ン
ナ
で
一
九
四
〇
～
一
九
五

〇
年
、
伝
説
の
名
テ
ノ
ー
ル
　

ベ
ニ
ア
ミ
ー
ノ
・
ジ
ー
リ
と
共

に
活
躍
し
た
マ
リ
ア
・
カ
ル
ボ

ー
ネ
女
史
で
あ
る
。
此
処
で
カ

ル
ボ
ー
ネ
よ
り
プ
ロ
意
識
と
し

て
の
音
楽
の
骨
格
を
作
り
上
げ

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
素
晴

し
い
恩
師
と
の
出
会
い
が
そ
の

後
総
決
算
と
し
て
、
ス
カ
ラ
座

で
の
デ
ビ
ュ
ー
と
い
う
節
目
を

も
っ
て
音
楽
学
か
ら
オ
ペ
ラ
歌

手
へ
・
・
・
勉
強
か
ら
演
奏
活

動
へ
と
入
っ
て
行
っ
た
の
で
あ

る
。

　
留
学
二
年
目
の
一
九
七
四
年
、

レ
ッ
ジ
ョ
・
エ
ミ
ー
リ
ア
国
際

声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
特
別
賞
を

受
賞
す
る
と
共
に
、
世
界
的
に

有
名
な
ス
カ
ラ
座
に
併
設
さ
れ

て
い
る
小
規
模
オ
ペ
ラ
殿
堂

「
ピ
ツ
コ
ラ
・
ス
カ
ラ
座
」
で
、

ド
ニ
ゼ
ッ
テ
ィ
の
歌
劇
「
リ

タ
」
べ
ッ
ペ
役
で
デ
ビ
ュ
ー
を

果
た
す
と
共
に
、
同
年
レ
ッ
ジ

オ
・
エ
ミ
ー
リ
ア
国
際
声
楽
コ

ン
ク
ー
ル
で
特
別
賞
を
受
賞
し

た
。

　
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た
も
の

の
、
こ
の
時
代
世
界
を
覆
っ
て

い
た
石
油
シ
ョ
ッ
ク
の
頃
で
あ

っ
た
の
で
、
イ
タ
リ
ア
も
経
済

状
態
が
非
常
に
悪
く
、
小
林
自

身
も
一
年
間
の
奨
学
金
給
付
の

終
わ
っ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
の

で
、
日
本
へ
帰
る
か
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
歌
手
と
し
て
食
べ
て
い
く

か
の
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
た
。

兎
に
角
不
景
気
な
イ
タ
リ
ア
で

は
、
小
林
の
歌
う
場
所
は
な
か

な
か
見
つ
か
ら
な
い
の
で
、
先

輩
た
ち
の
話
を
聞
く
と
ド
イ
ツ

に
行
く
と
た
く
さ
ん
劇
場
が
あ

っ
て
、
専
属
歌
手
の
口
も
あ
る

と
い
う
こ
と
な
の
で
、
意
を
決

し
て
ド
イ
ツ
に
行
く
こ
と
に
し

た
。

　
言
葉
の
障
害
と
た
た
か
い
な

が
ら
ド
イ
ツ
語
で
歌
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
ド
イ
ツ
北
西
部
オ

ー
デ
ン
ヘ
ル
グ
の
オ
ー
デ
ン
ヘ

ル
グ
国
立
劇
場
で
日
本
人
が

「
イ
タ
リ
ア
歌
手
」
と
し
て
の

契
約
を
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
イ
タ
リ
ア
ン
リ
リ
ッ
ク
テ
ノ

ー
ル
専
属
歌
手
と
し
て
こ
の
地

で
ニ
年
間
活
躍
後
、
オ
ー
デ
ン

ヘ
ル
グ
を
辞
め
、
ミ
ラ
ノ
に
戻

り
イ
タ
リ
ア
国
内
で
コ
ン
サ
ー

ト
活
動
を
し
な
が
ら
そ
ろ
そ
ろ

日
本
で
歌
っ
て
も
い
い
頃
か
な

と
感
じ
て
い
た
。

　
丁
度
こ
の
頃
、
二
期
会
（
二

大
歌
劇
団
の
雄
、
他
に
藤
原
歌

劇
団
が
あ
る
）
か
ら
の
誘
い
が

あ
っ
た
の
で
、
オ
ペ
ラ
「
蝶
々

夫
人
」
で
デ
ビ
ュ
ー
す
る
為
帰

国
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
活
躍
し
、
た

と
え
そ
れ
で
成
功
し
、
世
界
中

の
劇
場
を
飛
び
回
っ
た
と
し
て

も
、
根
本
的
に
は
い
つ
ま
で
経

っ
て
も
異
邦
人
、
よ
そ
者
じ
ゃ

な
い
か
・
・
・
と
思
う
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。
自
分
が
一
生
音

楽
を
や
る
な
ら
、
一
生
歌
う
の

な
ら
、
そ
の
歌
を
い
つ
ま
で
も

見
て
く
れ
る
人
た
ち
、
そ
ん
な

人
た
ち
の
中
で
歌
っ
て
ゆ
き
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
日
本

に
戻
る
決
心
を
し
た
。

　
日
本
で
の
活
躍
は
以
後
一
九

八
三
年
ジ
ロ
ー
・
オ
ペ
ラ
賞
受

賞
、
一
九
八
九
年
オ
ー
チ
ャ
ー

ド
ホ
ー
ル
・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
オ

ペ
ラ
「
魔
笛
」
、
一
九
九
一
年

日
生
劇
場
「
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
没

後
ニ
〇
〇
年
六
大
オ
ペ
ラ
公

演
」
、
一
九
九
三
年
三
枝
成
章

「
千
の
記
憶
の
物
語
り
」
、
一

九
九
四
年
團
伊
磨
「
素
戔
鳴

（
す
さ
の
お
）
」
（
初
演
）
等

意
欲
的
な
活
動
が
続
き
、
一
九

九
六
年
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団

よ
り
「
有
馬
賞
」
を
授
賞
さ
れ

た
。
ま
た
一
九
九
七
年
三
枝
成

章
「
忠
臣
蔵
」
の
名
演
は
楽
壇

の
話
題
を
独
占
し
、
新
国
立
劇

場
こ
け
ら
落
と
し
公
演
、
團
伊

玖
磨
「
建
（
た
け
る
）
」
の
舞

台
も
賞
賛
さ
れ
た
。
現
在
、
国

立
音
楽
大
学
客
員
教
授
で
あ
る
。

　
小
林
の
信
念
は
「
音
楽
は
人

間
の
あ
ら
ゆ
る
感
情
が
含
ま
れ

て
お
り
、
そ
れ
が
言
葉
の
魅
力

を
根
底
か
ら
支
え
て
い
る
」
で

あ
る
。

　
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
期
待

さ
れ
る
逸
材
で
あ
る
。

執
筆
者 

小
林
　
脩
一

小林　一男
世界にはばたいたテノール歌手


